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■
佐
野
市
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
一
般
質
問
に
１
8
人
が
登
壇

令
和
2
年
12
月
定
例
会

■
令
和
2
年
1
0
月
2
8
日
に
臨
時
会
を
開
催

■
令
和
2
年
1
1
月
3
0
日
に
臨
時
会
を
開
催

臨
時
会

　
佐
野
市
議
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

対
す
る
予
防
を
強
化
す
る
た
め
、令
和
2年
11月

30日
の

臨
時
会
か
ら
議
場
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
し
た
。今
後
も

感
染
拡
大
へ
の
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
、議
会
の
機
能
を

維
持
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2021
20212

.1
令
和
3
年



佐野市議会基本条例を制定しました
（令和３年４月１日施行）

人口減少と少子高齢化の時代にあって、議会の役割はますます重要になっています。
佐野市議会では、これまで議会活性化に取り組んでまいりましたが、これからの議会のあり方に
ついてさらに議論を重ね、議会基本条例としてまとめました。

条例制定の趣旨
議会は、市民に選ばれた議員で構成する市民の代表機関であり、同じく市民に選ばれた市長とともに、
二元代表制の下、市民の信託に応える責務を有することから、佐野市議会においては、市民の多様な意見
を的確に把握し、市民本位の立場で議会活動に取り組むとともに、市長その他の執行機関に対する監視
機能及び評価機能の充実を図り、議事機関として最善の意思を決定する必要があります。
そこで、これまで積み重ねてきた取組をより確かなものとし、公正性及び透明性を高めるとともに、

「より開かれ信頼される議会」及び「議会機能の充実」の実現を目指すことにより、市民の福祉の向上と地
域社会の発展に尽くすことを決意し、佐野市議会基本条例を制定することとしました。

条例制定までの経過
⃝�佐野市議会基本条例案策定委員会（議員７名で構成）を設置し、条例及び解説の原案を作成しまし
た。（令和元年６月２１日～令和２年９月２８日　１９回開催）
⃝�全議員の協議により、条例案を確定しました。（令和２年１０月９日）
⃝�パブリックコメント（意見公募）を実施（令和２年１１月２日～１２月２日　３１日間）しましたが、
意見はありませんでした。
⃝�令和２年１２月定例会に条例案を議員案として提出し、議員全員の賛成により可決しました。

条例の構成
　前文
　第１章　総則（第１条・第２条）
　第２章　議会の活動原則（第３条 - 第６条）
　第３章　議員の活動原則（第７条 - 第１３条）
　第４章　市民と議会との関係（第１４条 - 第１８条）
　第５章　議会と市長等との関係（第１９条 - 第２３条）
　第６章　議会機能の強化（第２４条 - 第２９条）
　第７章　議員定数（第３０条）
　第８章　この条例の検証及び見直し（第３１条）
　附則

市民の皆さんに特にお知らせしたい条文と解説を掲載します
※条例の全文及び解説は、こちら（佐野市議会ホームページ）からご覧いただけます。

（この条例の位置付け）

第�２条　この条例は、議会の基本となるものであり、議会において最大限尊重されなければな
らない。
２�　議会又は議長は、議会に関する他の条例、規則その他の規程を制定し、又は改廃する場合に
おいては、この条例との整合を図るものとする。

【解説】
○�本条例は、佐野市の自治の基本となるものであって最大限尊重されなければならない自治基本条例におい
て、佐野市議会及び議員が、自治基本条例に定める基本理念にのっとり、自治を推進する責務を有すること
が規定されていることを踏まえて制定しました。

▲ �佐野市議会基本条例案策定
委員会の様子
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○�第１項では、議会基本条例は、議会の基本となるものであり、佐野市議会において最大限尊重されなければ
ならないことを規定し、議会に関する条例、規則等の中で最上位の位置付けとなることを定めています。
○�第２項では、第１項の議会基本条例の位置付けを受け、議会又は議長が議会に関する他の条例、規則等の制
定や改廃をする場合は、議会基本条例の内容と整合性を図ることを定めています。

（市民参加の機会の確保及び市民意見の市政への反映）

第�４条　議会は、議会活動への市民参加の機会を広げ、市民の意見を市政に反映させるよう努
めなければならない。

【解説】
○�本条では、「より開かれ信頼される議会」の実現を目指すため、議会は、市民が議会活動に直接関わりを持つ
機会を多く設け、その中で市民の多様な意見を的確に把握し、議会が市民の意見を市政に反映させるよう努
めなければならないことを定めています。

（市政の課題及び市民意見の把握等）

第�10条　議員は、市政の課題及び市民の多様な意見を的確に把握し、これを常任委員会の政策
提言、自己の提案等にいかし、市政に反映させるよう努める。

【解説】
○�前文において、議会として市民の福祉の向上と地域社会の発展に尽くすことを決意しており、これを実現さ
せるために、本条では、常任委員会の政策提言や議員の提案などを行う上で、市政の課題及び市民の多様な
意見を的確に把握することの重要性を定めています。

（広報及び広聴の充実）

第�17条　議会は、議会及び市政に対する市民の関心をより高めるため、多様な広報手段を活用
し、積極的に広報活動を行う。
２　議会は、市民の意見及び提案を広く聴取するため、必要な措置を講ずる。
【解説】
○�本条では、多様な広報手段を活用し積極的な広報活動を行うとともに、市民の意見及び提案を広く聴取する
ために必要な措置を講ずることを定めています。佐野市議会においては、市議会だよりやインターネット、
ケーブルテレビの活用及び議会報告会などにより積極的な広報活動を行うとともに、議会報告会での意見
交換やアンケートの実施など、市民の意見や提案を広く聴くための必要な措置を講じています。

（議会報告会）

第�18条　議会は、市民への報告及び市民との意見交換の場として、議会報告会を行うものとする。
２　議会報告会に関し必要な事項は、別に定める。
【解説】
○�第１項では、市民に開かれた議会を象徴的に示すため、市民への一方的な報告だけでなく、市民との意見交
換の場として「議会報告会」を行うことを定めています。
○�第２項では、議会報告会の開催方法や開催時期など、内容の見直しが柔軟に行えるよう、必要な事項は別に
定めることとしています。

　佐野市議会では、「より開かれ信頼される議会」及び「議会機能の充実」を
図るため、市政に市民の意見がより反映されるよう新たに政策提言に取り組みます。
　そこで、その実行性を高めるために政策提言に関する事項を定めました。

佐野ブランド
キャラクター
さのまる

佐野市

議会からこんにちは　2021.2.13



12月定例会一般質問

犬
伏
街
道
の
渋
滞
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
長

犬
伏
街
道
と
い
う
名
称
で
長
ら
く
市
民
の

皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る
県
道
唐
沢
山
公
園
線

は
、
特
に
朝
夕
の
時
間
帯
に
お
い
て
渋
滞
が
見

受
け
ら
れ
、
沿
線
住
民
の
方
々
を
は
じ
め
、
道

路
を
利
用
す
る
方
々
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
12
月
に
犬
伏
地
区
20
町
会
の
町
会

長
の
皆
様
よ
り
、
犬
伏
地
区
の
北
側
に
生
活
道

路
を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
要
望
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
要
望
に
込
め
ら
れ
た
市

民
の
皆
様
の
思
い
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
犬
伏
街
道

の
渋
滞
を
回
避
す
る
た
め

の
幅
員
６
メ
ー
ト
ル
の
生

活
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
、
令
和
元
年
度
か
ら
調

査
検
討
業
務
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
栃
木
県
や
、
地

域
住
民
の
皆
様
と
協
力
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

本
市
に
お
い
て
、
感
染
者
に
対
し
、
人
権

無
視
や
誹
謗
中
傷
な
ど
の
書
き
込
み
の
事

例
は
あ
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、岩
手
県
の
よ
う
に
、市
民
を
守
る
た
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
問
題
あ
る
書
き
込
み
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
体
制
を
早
急
に
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
感
染
者
を

誹
謗
中
傷
す
る
よ
う
な
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

岩
手
県
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
に

お
い
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
の
ラ
イ
ン
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
で
は
、
今
後
と
も
都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
と

連
携
し
、
人
権
を
侵
害
す

る
書
き
込
み
等
へ
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
施
設
の
環
境
整
備
と
し
て
、
体
育
館
、

武
道
館
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
、
体
育
館

や
武
道
館
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
か
、
そ
の

他
の
暑
さ
対
策
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

体
育
館
、
武
道
館
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
、

運
動
公
園
体
育
館
等
を
始
め
、
老
朽
化
し
た

施
設
が
多
い
中
で
は
、
施
設
の
更
新
に
合
わ
せ

て
導
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
猛
暑
は
命
の
危
険
に
関
わ

る
異
常
な
暑
さ
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
施
設
利

用
者
に
は
十
分
な
体
調
管
理
に
努
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
施
設
管
理

者
の
立
場
か
ら
、
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
、
冷
風
機
、

大
型
扇
風
機
な
ど
の
冷
却

装
置
を
指
定
管
理
者
と
連

携
し
て
各
施
設
に
設
置
を

進
め
、
暑
さ
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

犬
伏
地
区
の

道
路
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

児
童
生
徒
に
対
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

川
嶋
　
嘉
一 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
対
応
と

対
策
に
つ
い
て

金
子
　
保
利 

議
員

W
e
ll-B
e
in
g

「
身
体
・
精
神
・
社
会
的
に
良
好

で
幸
せ
な
状
態
」に
つ
い
て

飯
田
　
昌
弘 

議
員（
蒼
生
会
）
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12月定例会一般質問

中
小
企
業
融
資
預
託
事
業（
充
実
事
業
）に

つ
い
て
、
当
初
の
予
算
額
は
14
億
588
万
円

で
あ
る
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
申
込
み
件
数
と
実

績
が
あ
る
の
か
、
10
月
末
時
点
で
の
状
況
を
伺

い
た
い
。

産
業
文
化
部
長

制
度
融
資
に
つ
い
て
は
、
経
常
的
な
運
転

資
金
や
設
備
資
金
の
融
資
に
加
え
、
返
済
利
子

と
信
用
保
証
料
を
全
額
市
で
補
助
す
る
緊
急
景

気
対
策
資
金
を
４
月
に
創
設
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
売
上
げ
が
減

少
し
て
い
る
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
末
時
点
で
の
融
資
の
申

込
み
件
数
及
び
実
績
は
、
緊
急
景
気
対
策
資
金

の
利
用
が
大
多
数
を
占
め
て
お
り
、
全
融
資
制

度
の
合
計
の
利
用
件
数
が
551
件
、
融
資
額
が
23

億
１
，５
２
０
万
円
と
、
前
年
の
同
時
期
と
比
較

し
件
数
で
約
267
％
、
金
額
で
約
278
％
と
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
が
続
き
、
収
束
の
見
通
し
が
な
い
中
、

今
後
さ
の
秀
郷
ま
つ
り
や
ど
ま
ん
な
か
フ
ェ
ス

タ
の
よ
う
な
規
模
の
大
き
な
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
い

た
い
。観

光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

本
市
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
は
、

栃
木
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
基
本
的
対
応
方
針
及
び
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
に
関
す
る
協
力
依
頼
、
ま
た
市
有
施
設
の

利
用
基
準
を
参
考
と
し
て
判
断
し
て
い
ま
す
。

広
域
的
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
参
加
者
の
把
握
が
困

難
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
間
隔
を
設
け

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
イ
ベ
ン
ト

等
の
開
催
は
、
感
染
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

定
め
ら
れ
た
適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

を
前
提
に
、
各
実
行
委
員
会
等
に
お
い
て
慎
重

に
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
体
制

を
整
え
る
に
は
、
地
域
の
共
助
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
。
個
別
計
画
の
策
定
に
お
い
て

も
支
援
者
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
町
会
長
や

民
生
委
員
な
ど
一
部
の
方
だ
け
が
負
担
を
負
う

の
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
支
え
る
共
助
の
土

壌
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

研
修
や
防
災
訓
練
な
ど
を
開
催
し
た
り
、
地

元
の
消
防
団
や
防
災
士
、
地
域
で
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
図
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
避
難
支
援
関
係
者
の
拡
大
、
人

材
発
掘
な
ど
、
地
域
の
共
助
力
の
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長

町
会
や
自
主
防
災
組
織
を
始
め
、
民
生
委

員
や
防
災
士
、
消
防
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
皆
様
と
日
頃
か
ら
連
携
強

化
を
図
り
、
地
域
防
災
力
の

さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

☆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

あ
そ
野
学
園
義
務
教
育

学
校
の
学
校
運
営
に
つ

い
て

☆�

佐
野
市
生
活
路
線
バ
ス

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

認
知
症
施
策
推
進
大
綱

を
踏
ま
え
た
取
組
に
つ

い
て

令
和
２
年
度
の

事
業
に
つ
い
て

山
菅
　
直
己 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

人
を
集
め
る
観
光
施
策

の
取
組
に
つ
い
て

久
保
　
貴
洋 

議
員（
蒼
生
会
）

災
害
か
ら
命
を
守
る

た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
の

強
化
に
つ
い
て

菅
原
　
達 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

議会からこんにちは　2021.2.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録5
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佐
野
市
行
政
経
営
方
針

に
お
け
る
令
和
３
年
度

の
取
組
に
つ
い
て

横
田
　
誠 

議
員（
新
風
）

木
村
　
久
雄 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

障
が
い
者
支
援

に
つ
い
て

慶
野
　
常
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

特
定
外
来
生
物

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

に
つ
い
て

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
や
事
業
の
選

択
と
集
中
を
加
速
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

行
政
評
価
の
実
効
性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
外
部
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
何
ら

か
の
基
準
を
も
っ
て
、
市
民
か
ら
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
各
事
務
事
業
の
評
価
に
客

観
性
を
担
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
市
民
に
判
定
、

評
価
し
て
い
た
だ
く
取
組
や
、
行
政
評
価
条
例

を
制
定
す
る
取
組
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

行
政
経
営
部
長

本
市
は
、
佐
野
市
行
政
評
価
実
施
規
程
を

定
め
、
行
政
評
価
を
実
施
し
て
お
り
、
外
部
評

価
に
つ
い
て
も
、
佐
野
市
外
部
評
価
委
員
会
設

置
要
綱
を
定
め
、
毎
年
外
部
評
価
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
時
点
で
条
例
化
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
客
観
性
を
よ
り
担
保

す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
評
価
に
反
映

さ
せ
る
手
法
に
つ
い
て
、

今
後
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者
が
日
常
生
活
を
過

ご
す
の
に
必
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、暗
所
視
支

援
眼
鏡
と
い
う
も
の
が
あ
る
。本
市
の
日
常
生
活
用

具
給
付・
貸
与
事
業
の
給
付
種
目
概
要
を
参
照
し
た

と
こ
ろ
、視
覚
障
が
い
者
が
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

補
装
用
具
は
、つ
え
と
義
眼
と
眼
鏡
に
限
ら
れ
て
お

り
、暗
所
視
支
援
眼
鏡
に
つ
い
て
記
載
が
な
い
。暗
所

視
支
援
眼
鏡
を
日
常
生
活
用
具
給
付・
貸
与
事
業
の

対
象
に
加
え
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事

業
の
対
象
種
目
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、こ
れ
ま

で
本
市
に
お
い
て
当
事
者
な
ど
か
ら
の
要
望
等
は
受

け
て
い
ま
せ
ん
。今
後
は
暗
所
視
支
援
眼
鏡
利
用
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
、用

具
の
性
能
や
効
果
、先

進
的
な
自
治
体
に
お

け
る
実
績
な
ど
の
情

報
を
収
集
し
な
が
ら
、

動
向
を
注
視
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
野
市
で
は
、南
西
部
に
あ
る
佐
野
フ
ル
ー

ツ
ラ
イ
ン
で
特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
が
集
中
し
て
発
生
し
て
お
り
、果
樹
園

農
家
か
ら
多
く
の
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

果
樹
園
農
家
に
対
し
、防
除
対
策
の
強
化
を
行
っ

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
部
長

本
市
は
、果
樹
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、近
年
発
生

し
て
い
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る
生
産
樹

の
衰
弱
、枯
死
等
の
被
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
、Ｊ
Ａ
佐
野

果
樹
部
会
に
加
入
し
て
い
る
果
樹
栽
培
農
家
を
中
心

と
し
て
、害
虫
防
除
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
や
害
虫
の

生
態
、防
除
方
法
の
現
地
講
習
会
を
、栃
木
県
安
足
農

業
振
興
事
務
所
指
導
の

も
と
、実
施
し
て
い
ま

す
。今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
、果
樹
栽
培
農
家

に
対
し
て
防
除
対
策
の

強
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

診
療
所
の
ト
イ
レ
の

改
善
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

災
害
時
の
避
難
場
所
へ

の
電
力
供
給
に
つ
い
て

▲ 特定外来生物クビアカツヤカミキリ

※網膜色素変性症とは・・・
網膜の視細胞に異常をきたす遺
伝性、進行性の病気です。症状は
多彩ですが、暗いところでの見え
方が悪くなる（夜盲）、視野が狭く
なる（視野狭窄）などの症状が初
めに表れ、病気の進行とともに視力
低下などが表れることが一般的です。

市民

アンケート

議会からこんにちは　2021.2.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 6
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

岡
村
　
恵
子 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て

横
井
　
帝
之 

議
員（
新
風
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

対
策
に
つ
い
て

鶴
見
　
義
明 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

介
護
、
障
が
い
者
施
設
等
に
携
わ
る
人
た

ち
の
よ
う
な
、
感
染
の
リ
ス
ク
が
あ
っ
て

も
休
め
な
い
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対

し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
検
査
の
一
斉
・
定
期

的
検
査
を
行
う
こ
と
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
実
施
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

県
内
の
感
染
拡
大
状
況
と
高
齢
者
施
設
に

お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
受
け
、
高
齢
者

を
感
染
か
ら
守
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
国
か

ら
も
要
請
が
通
知
さ
れ
て
い
る
案
件
の
た
め
、

12
月
に
、
高
齢
者
施
設
の
職
員
に
対
し
、
本
市

独
自
で
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

全
て
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
一

斉
・
定
期
的
な
検
査
は
、
検
査
体
制
の
状
況
、

費
用
や
そ
の
有
効
性
な
ど
を
考
え
る
と
、
市
単

独
で
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
感
染
の
状
況
か
ら
判
断
し
、
感
染
拡

大
防
止
と
市
民
の
命
を
守
る
観
点
か
ら
、
必
要

に
応
じ
本
市
独
自
の
検
査
の
実
施
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、

令
和
２
年
９
月
15
日
に
佐
野
市
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
、
多
く
の
事
業
者
の
皆
様
の

経
済
活
動
に
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
か
ら
半
年
の
支
援
が
と
て
も
重
要
だ
と
思
う

が
、
今
後
実
施
予
定
の
支
援
事
業
を
伺
い
た
い
。

市
長

感
染
防
止
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活

用
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
な
ど
、
大
都
市

圏
に
集
中
し
な
い
新
し
い
働
き
方
へ
の
取
組
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、

こ
の
状
況
を
戦
略
的
な
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用

の
創
出
に
生
か
す
た
め
、
新
た
な
テ
レ
ワ
ー
ク

の
で
き
る
オ
フ
ィ
ス
や
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
の
環
境
整
備
を

行
う
事
業
者
向
け
に
、

新
し
い
働
き
方
環
境

整
備
費
補
助
金
を
創

設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

学
校
保
健
安
全
法
に
示
さ
れ
て
い
る
学
校

環
境
衛
生
基
準
に
は
、
換
気
や
保
温
と
い

う
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
冬
、
教
室

で
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
状
況
に

よ
っ
て
は
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
と
い
う
こ
と
で
厚
着

を
し
、
暖
房
を
つ
け
た
状
態
で
窓
を
開
け
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
教
室
の
換
気
や
保
温
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

文
部
科
学
省
か
ら
参
考
資
料
と
し
て
、

寒
冷
な
場
面
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
等
の
ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
指
針
と
し
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
寒

い
環
境
で
も
換
気
を

す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
室
温
は
18
度
以

上
を
目
安
と
し
て
、

室
温
が
下
が
ら
な
い

範
囲
で
常
時
窓
を
少

し
開
け
て
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て

室温
18℃
以上

議会からこんにちは　2021.2.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録7
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旗
川
河
川
に
つ
い
て

田
所
　
良
夫 

議
員（
新
風
）

有
害
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
の
推
進
に
つ
い
て

高
橋
　
功 

議
員（
蒼
生
会
）

学
校
跡
地
の
個
別
活
用

方
針
に
つ
い
て

小
倉
　
健
一 

議
員

旗
川
橋
146
メ
ー
ト
ル
の
川
幅
が
満
杯
で
流

れ
、
上
流
で
越
水
決
壊
な
く
、
そ
の
水
量

が
押
し
寄
せ
た
と
き
、
下
流
で
は
越
水
等
が
起

き
な
い
か
心
配
で
あ
る
。
寺
並
橋
上
流
付
近
か

ら
白
旗
橋
ま
で
お
よ
そ
1.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河

川
構
造
の
流
下
能
力
と
河
川
機
能
性
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

寺
並
橋
上
流
付
近
か
ら
白
旗
橋
ま
で
の
お

よ
そ
1.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
は
、
上
流
の
旗

川
橋
付
近
に
比
べ
川
の
幅
が
狭
く
、
ま
た
川
の

中
に
堆
積
し
た
土
砂
や
雑
木
な
ど
が
多
く
見
ら

れ
る
箇
所
や
、
河
川
区
域
内
に
民
有
地
が
あ
り
、

河
川
断
面
を
阻
害
し
て
し
ま
う
た
め
流
れ
が
悪

く
な
り
、
越
水
な
ど
の
原
因
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
堆

積
土
除
去
な
ど
に
よ
り

解
消
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

猿
の
駆
除
対
策
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

駆
除
対
策
、
大
型
捕
獲
お
り
の
効
果
及
び

大
型
捕
獲
お
り
の
今
後
の
設
置
予
定
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

産
業
文
化
部
長

現
在
、
猿
捕
獲
用
の
大
型
お
り
を
２
基
設

置
し
て
い
ま
す
。
大
型
お
り
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
一
度
に
多
く
の
個
体
を
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
猿
が
設
置
集
落
付
近
に
出

没
す
る
頻
度
が
減
少
し
、
被
害
軽
減
に
つ
な
が

っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
群
れ

の
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
、
地
域
ぐ
る
み
に

よ
る
追
い
払
い
も
容
易
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
型
お
り
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
２

基
を
計
画
し
、
下
秋

山
町
地
内
と
船
越
北

町
地
内
に
、
先
日
、

設
置
稼
働
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
次
年
度
以

降
に
お
い
て
も
増
設

を
考
え
て
お
り
、
被

害
地
区
に
設
置
す
る

予
定
で
す
。

学
校
跡
地
個
別
活
用
方
針
に
関
す
る
地
区

説
明
会
に
つ
い
て
、
葛
生
南
小
学
校
区
は

ほ
か
の
学
校
区
と
異
な
り
説
明
会
が
開
催
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ほ
か
の

学
校
区
同
様
に
住
民
の
要
望
を
踏
ま
え
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
葛
生
南
小
学
校

の
活
用
に
つ
い
て
は
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

踏
ま
え
て
進
め
て
い
く
考
え
か
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

葛
生
南
小
学
校
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
３
月
12
日
付
で
、
葛
生
地
区
中

町
会
か
ら
要
望
書
を
頂
い
て
い
ま
す
。
要
望
書

の
内
容
や
中
町
会
長
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
な
ど

を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
地
域
利
用
を
取

り
入
れ
た
民
間
等
施

設
と
し
て
の
活
用
を

具
体
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
対
す
る

経
済
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

コ
ロ
ナ
禍
を
見
据
え
た

空
き
家
対
策（
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
）に
つ
い
て

▲ 土砂や雑木などが堆積している寺並橋付近の様子

▲ 設置稼働した大型おり

議会からこんにちは　2021.2.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 8



12月定例会一般質問

人
口
減
少
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

早
川
　
貴
光 

議
員

ク
リ
ケ
ッ
ト
事
業

に
つ
い
て

鈴
木
　
靖
宏 

議
員（
蒼
生
会
）

作
原
沢
入
線
の

通
行
止
め
に
つ
い
て

亀
山
　
春
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

課
題
解
決
の
た
め
に
少
子
化
対
策
・
女
性

活
躍
担
当
を
設
け
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
方
に
ど
う
い
う
意
識
を
持
っ
て
担
っ

て
い
た
だ
く
の
か
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

少
子
化
対
策
・
女
性
活
躍
担
当
に
つ
い
て

は
、
総
合
戦
略
推
進
室
、
こ
ど
も
課
及
び
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
の
兼
務
職
員
体
制
に
よ
り
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
結

婚
や
子
育
て
、
仕
事
と
の
両
立
を
し
や
す
い
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

　

女
性
に
過
度
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
自
ら
が
あ
り
た
い
姿
に
な
れ
る
よ
う
、

市
全
体
で
持
て
る
力
、
能
力
を
発
揮
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
望
む
形
で
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

は
お
互
い
支
え
合
う

べ
き
存
在
で
あ
る
男

性
の
意
識
改
革
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
価
値
創
造
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
選
任
後
、

運
営
が
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
改
め
て
事

業
手
法
を
業
務
委
託
に
切
り
替
え
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
今
後
の
運
営
形
態
は
ど
の
よ
う
な

手
法
を
用
い
て
実
践
し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

市
長

目
標
と
す
る
※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
達
成
や
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
自
走
化
は
難
し
い
状
況
で
す
。

本
市
は
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

他
市
に
先
駆
け
て
地
方
創
生
事
業
と
し
て
推
進

し
、
令
和
２
年
で
一
区
切
り
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
は
、
厳
し
い

意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
の
取

組
に
お
い
て
改
め
て
課
題
を
整
理
し
、
実
績
と

成
果
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
本
市
の

地
方
創
生
の
目
的
達

成
の
た
め
に
、
有
効
な

事
業
と
判
断
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
知

恵
を
絞
っ
て
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

作
原
沢
入
線
の
通
行
止
め
に
つ
い
て
、
栃

木
県
と
の
連
携
で
早
期
に
通
行
止
め
が
解

除
で
き
る
よ
う
、
林
道
の
格
付
な
ど
に
取
り
組

み
、
管
理
区
間
約
14
キ
ロ
の
新
た
な
林
道
管
理

と
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

市
長

林
道
作
原
沢
入
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
11
月
、
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

土
砂
流
出
等
が
続
い
た
た
め
、
利
用
者
の
安
全

を
第
一
に
考
え
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
一
般
車

両
を
通
行
止
め
と
し
て
い
ま
す
。
土
砂
流
出
等

を
抜
本
的
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
林
道
上
部

の
林
地
崩
壊
箇
所
で
の
治
山
工
事
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、

こ
の
治
山
工
事
の
実
施

に
つ
い
て
、
栃
木
県
に

対
し
要
望
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
林
道
作

原
沢
入
線
の
安
全
な
通

行
を
確
保
し
て
い
く
た

め
、
栃
木
県
と
連
携
し

て
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▲ 作原沢入線の土砂流出箇所

※KPIとは・・・
key performance indicator 
の略。組織やチームで設
定した最終的な目標を達成
する上で、その過程を計測・
評価するための定量的な
中間指標のことです。

議会からこんにちは　2021.2.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録9



　10月28日（水）に第6回臨時会が行われました。審議された議案等とその結果は次のとおりです。

令和２年第６回市議会臨時会　審議された議案等と結果

議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

報告第  17  号 市長の専決処分事項の報告について【令和2年8月21日に発生した車両
損傷事故についての損害賠償の額の決定及び和解】 報　　告 －

議案第 121 号
教育委員会委員の任命について【川

かわぞえ

副 令
れい

氏の退任により後任者に伊藤
弘
ひろたか

教氏を任命】
任命同意 賛成全員

議案第 122 号 佐野市運動公園（仮称）運動広場整備工事請負契約について【佐野市運
動公園（仮称）運動広場整備工事の執行】 原案可決 賛成多数

　11月30日（月）に第7回臨時会が行われました。審議された議案等とその結果は次のとおりです。

令和２年第７回市議会臨時会　審議された議案等と結果

議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

報告第 18 号 市長の専決処分事項の報告について【令和2年7月22日に発生した物損
事故についての損害賠償の額の決定及び和解】 報　　告 －

報告第 19 号 市長の専決処分事項の報告について【令和2年8月6日に発生した交通
事故についての損害賠償の額の決定及び和解】 報　　告 －

議案第 123 号
佐野市長等の給与及び旅費に関する条例及び佐野市議会の議員の議
員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正について【市長、副市長及
び議会の議員の令和2年12月以降に支給する期末手当の支給割合を改
めるための関係する条例の改正】

原案可決 賛成全員

議案第 124 号
佐野市職員の給与に関する条例及び佐野市一般職の任期付職員の採
用及び給与の特例に関する条例の改正について【職員の令和2年12月
以降に支給する期末手当の支給割合を改めるための関係する条例の改正】

原案可決 賛成多数

議案第 125 号 令和2年度佐野市一般会計補正予算（第10号）【歳入歳出予算の総額か
らそれぞれ134,570千円を減額】 原案可決 賛成多数

議案第 126 号 令和2年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第3
号）【歳入歳出予算の総額からそれぞれ4,960千円を減額】 原案可決 賛成多数

議案第 127 号 令和2年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）補正
予算（第2号）【歳入歳出予算の総額からそれぞれ2,670千円を減額】 原案可決 賛成多数

議案番号 件　　名
賛
　
　
成

反
　
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324
慶
野
常
夫

川
嶋
嘉
一

菅
原　

達

木
村
久
雄

横
井
帝
之

早
川
貴
光

小
倉
健
一

金
子
保
利

亀
山
春
夫

小
暮
博
志

本
郷
淳
一

若
田
部
治
彦

横
田　

誠

田
所
良
夫

久
保
貴
洋

鈴
木
靖
宏

岡
村
恵
子

鶴
見
義
明

井
川
克
彦

山
菅
直
己

篠
原
一
世

春
山
敏
明

飯
田
昌
弘

高
橋　

功

議案第122号
佐野市運動公園（仮称）
運動広場整備工事請負
契約について

21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

※○＝賛成　×＝反対 
※春山敏明議長は採決に加わりません。

賛 否 が 分 か れ た 議 案

議会からこんにちは　2021.2.1 10



議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

議案第 128 号 令和2年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第3
号）【歳入歳出予算の総額からそれぞれ5,300千円を減額】 原案可決 賛成多数

議案第 129 号 令和2年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）【歳入歳出
予算の総額からそれぞれ436千円を減額】 原案可決 賛成多数

議案第 130 号
令和2年度佐野市水道事業会計補正予算（第1号）【収益的支出の予定額
から5,628千円を減額、資本的支出の予定額から530千円を減額、議会
の議決を経なければ流用することのできない経費の予定額から5,014
千円を減額】

原案可決 賛成多数

議案第 131 号
令和2年度佐野市下水道事業会計補正予算（第2号）【収益的支出の予定
額から8,362千円を減額、資本的支出の予定額から2,090千円を減額、
議会の議決を経なければ流用することのできない経費の予定額から
9,932千円を減額、利益剰余金の処分額を214,903千円に変更など】

原案可決 賛成多数

議案番号 件　　名
賛
　
　
成

反
　
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324
慶
野
常
夫

川
嶋
嘉
一

菅
原　

達

木
村
久
雄

横
井
帝
之

早
川
貴
光

小
倉
健
一

金
子
保
利

亀
山
春
夫

小
暮
博
志

本
郷
淳
一

若
田
部
治
彦

横
田　

誠

田
所
良
夫

久
保
貴
洋

鈴
木
靖
宏

岡
村
恵
子

鶴
見
義
明

井
川
克
彦

山
菅
直
己

篠
原
一
世

春
山
敏
明

飯
田
昌
弘

高
橋　

功

議案第124号

佐野市職員の給与に関
する条例及び佐野市一
般職の任期付職員の採
用及び給与の特例に関
する条例の改正について

21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第125号 令和2年度佐野市一般会計補正予算（第10号） 21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第126号
令和2年度佐野市国民健
康保険事業特別会計（事
業勘定）補正予算（第3号）

21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第127号
令和2年度佐野市国民健
康保険事業特別会計（直
営診療施設勘定）補正予
算（第2号）

21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第128号
令和2年度佐野市介護保
険事業特別会計（保険事
業勘定）補正予算（第3号）

21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第129号
令和2年度佐野市後期高
齢者医療特別会計補正
予算（第2号）

21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第130号 令和2年度佐野市水道事業会計補正予算（第1号） 21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第131号 令和2年度佐野市下水道事業会計補正予算（第2号）21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○
議
長○○

※○＝賛成　×＝反対 
※春山敏明議長は採決に加わりません。

賛 否 が 分 か れ た 議 案

議会からこんにちは　2021.2.111



　第8回定例会（12月定例会）は、12月4日（金）から12月18日（金）までの15日間の日程で行われました。
審議された議案等とその結果は次のとおりです。

令和2年第8回市議会定例会（12月定例会）　審議された議案等と結果

議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果

議員案第 4号 佐野市議会基本条例の制定について（2・3ページ及び13ページに記載） 原案可決 賛成全員

議員案第 5号 佐野市議会会議規則の改正について（14ページに記載） 原案可決 賛成全員

議案第 132 号
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理につい
て【地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の規定を整
備するための関係する条例の改正】

原案可決 賛成全員

議案第 133 号
佐野市火災予防条例の改正について【対象火気設備等の位置、構造及
び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基
準を定める省令の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第 134 号 パソコンの取得について【GIGAスクール構想に基づき、一人1台の環
境とするためのパソコンの取得】 原案可決 賛成全員

議案第 135 号 佐野新都市バスターミナルの指定管理者の指定について【佐野新都市
バスターミナルの指定管理者の指定】 原案可決 賛成全員

議案第 136 号
佐野市田之入老人福祉センター等の指定管理者の指定について【佐野
市田之入老人福祉センター、佐野市茂呂山老人福祉センター、佐野市
田沼老人福祉センター及び佐野市葛生あくと福祉センター並びに佐野
市葛生あくと高齢者生きがい工房の指定管理者の指定】

原案可決 賛成全員
（除斥1名）

議案第 137 号 佐野市遠原の里福祉センターの指定管理者の指定について【佐野市遠
原の里福祉センターの指定管理者の指定】 原案可決 賛成全員

議案第 138 号 佐野市遠原の里デイサービスセンターの指定管理者の指定について
【佐野市遠原の里デイサービスセンターの指定管理者の指定】 原案可決 賛成全員

議案第 139 号 佐野市葛生あくとデイサービスセンターの指定管理者の指定について
【佐野市葛生あくとデイサービスセンターの指定管理者の指定】 原案可決 賛成全員

議案第 140 号
佐野市大橋シルバーワークプラザ等の指定管理者の指定について【佐
野市大橋シルバーワークプラザ及び佐野市田沼シルバーワークプラザ
並びに佐野市大橋高齢者生きがい工房の指定管理者の指定】

原案可決 賛成全員

議案第 141 号
佐野市観光物産会館及び佐野市みかも山観光物産会館の指定管理者の
指定について【佐野市観光物産会館及び佐野市みかも山観光物産会館
の指定管理者の指定】

原案可決 賛成全員

議案第 142 号 佐野市蓬山ログビレッジの指定管理者の指定について【佐野市蓬山ロ
グビレッジの指定管理者の指定】 原案可決 賛成全員

議案第 143 号 佐野市根古屋森林公園の指定管理者の指定について【佐野市根古屋森
林公園の指定管理者の指定】 原案可決 賛成全員

議案第 144 号 佐野市道の駅どまんなかたぬまの指定管理者の指定について【佐野市
道の駅どまんなかたぬまの指定管理者の指定】 原案可決 賛成全員

議案第 145 号 佐野市作原野外活動施設の指定管理者の指定について【佐野市作原野
外活動施設の指定管理者の指定】 原案可決 賛成全員

議案第 146 号
令和2年度佐野市一般会計補正予算（第11号）【歳入歳出予算の総額から
それぞれ567,076千円を減額、繰越明許費の補正、債務負担行為の補正、
地方債の補正】

原案可決 賛成全員

議案第 147 号 令和2年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第4
号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ4,451千円を追加】 原案可決 賛成全員
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議案番号等 件　　名
賛
　
　
成

反
　
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324
慶
野
常
夫

川
嶋
嘉
一

菅
原　

達

木
村
久
雄

横
井
帝
之

早
川
貴
光

小
倉
健
一

金
子
保
利

亀
山
春
夫

小
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博
志
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郷
淳
一

若
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治
彦

横
田　

誠

田
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夫

久
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洋

鈴
木
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宏

岡
村
恵
子

鶴
見
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井
川
克
彦

山
菅
直
己

篠
原
一
世

春
山
敏
明

飯
田
昌
弘

高
橋　

功

議案第136号
佐野市田之入老人福祉
センター等の指定管理
者の指定について

22 0 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議長○
除
斥

陳情第4号
国に対して「妊産婦医療
費助成制度」を創設する
よう意見書提出を求める
陳情

5 14×××××○○○××××××退席
退
席○○×××

議
長
退
席
退
席

※○＝賛成または採択、×＝反対または不採択
※�除斥とは、議会における審議の公正を保つために、議案と一定の利害関係を持つ議員が当該議案の審議に参加することが
できないとする制度です。
※春山敏明議長は採決に加わりません。

議員案の審議結果

佐野市議会基本条例の制定について （2・3ページに特集があります。）

議員案第４号

▼提案理由
　議会及び議員の活動原則を明らかにするとともに、議会に関
する基本的事項を定め、議会の機能を強化することにより市民
の信託に応え、もって市民の福祉の向上及び地域社会の発展に
寄与するため、条例の制定を提案しました。

▼審議結果
　常任委員会への付託を省略し、本会議において賛成全員で可決
されました。

▲ �全文は、こちらから
ご覧になれます。

議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果

議案第 148 号 令和2年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）【歳入歳出
予算の総額にそれぞれ1,170千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第 149 号 令和2年度佐野市水道事業会計補正予算（第2号）【収益的収入の予定額
から1,629千円を減額、収益的支出の予定額から148千円を減額】 原案可決 賛成全員

議案第 150 号 令和2年度佐野市下水道事業会計補正予算（第3号）【収益的支出の予定額か
ら1,483千円を減額、特例的支出である未払金の金額を172,273千円に変更】原案可決 賛成全員

議案第 151 号 令和2年度佐野市一般会計補正予算（第12号）【繰越明許費の補正】 原案可決 賛成全員

議案第 152 号 令和2年度佐野市一般会計補正予算（第13号）【歳入歳出予算の総額にそ
れぞれ98,150千円を追加】 原案可決 賛成全員

陳情第  4  号 国に対して「妊産婦医療費助成制度」を創設するよう意見書提出を求める
陳情（14ページに記載） 不採択 賛成少数

（退席4名）

意見書案第 3号 防災・減災、国土強靭化対策の推進を求める意見書について（14・15
ページに記載） 原案可決 賛成全員

賛 否 が 分 か れ た 議 案
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意見書案の審議結果

陳情の審議結果陳情の審議結果

▼陳情人
　栃木県社会保障推進協議会　会長　大根田　紳

▼陳情の要旨
　疾患や受診科目による制限のない妊産婦に対する医療費助成
制度を国の制度として早期に実現するよう、国への意見書提出
をお願いします。

▼審議結果
　厚生常任委員会に付託され、賛成少数で不採択となりました。同定例会本会議におい
て、賛成少数で不採択となりました。

国に対して「妊産婦医療費助成制度」を創設するよう意見書
提出を求める陳情

陳情第４号

▲ �全文は、こちらから
ご覧になれます。

議員案の審議結果

佐野市議会会議規則の改正について
議員案第５号

▼提案理由
　協議又は調整を行うための場の規定を定めるため、規則の改正
を提案しました。

▼審議結果
　常任委員会への付託を省略し、本会議において賛成全員で可決
されました。

▲ 全文は、こちらから
    ご覧になれます。

防災・減災、国土強靱化対策の推進を求める意見書について

　（提出者）鶴見義明議員、（賛成者）篠原一世議員、若田部治彦
議員、田所良夫議員、飯田昌弘議員より防災・減災、国土強
靭化対策の推進を求める意見書案が提出され、常任委員会へ
の付託を省略し、賛成全員で可決されました。意見書は、佐
野市議会として衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財
務大臣、国土交通大臣、国土強靭化担当・内閣府特命担当大
臣（防災 海洋政策）に提出しました。

意見書案第３号

▲ �全文は、こちらから
ご覧になれます。
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意　見　書

防災・減災、国土強靭化対策の推進を求める意見書

　昨今、我が国においては、数十年、百年に一度と言われる大規模災害が、今や
毎年のように発生しています。本市においても、令和元年東日本台風により甚大
な被害があり、市民生活に深刻な影響を及ぼし、未だ復旧・復興の途上にあります。
　このような状況下、「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」が策定
され、現在、国・地方が一体となって短期・集中的に取組を進めていますが、気
候変動の影響により頻発化・激甚化が懸念される自然災害など、あらゆる事態を
想定しつつ、災害に対する事前の備えとして、道路や河川、砂防施設などの社会
資本整備について、強力かつ継続的・計画的に進めていくことが必要不可欠です。
　さらに、新型コロナウイルス感染症が地域経済に甚大な影響をもたらしている
中、社会資本の整備は、景気の下支えに有効であるとともに、今後の地域経済の
力強い再生にも効果を発揮するものです。
　よって、国においては、防災・減災、国土強靱化対策の更なる推進のため、次
の事項に取り組むよう強く要望します。

１�　「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」に引き続き、中長期的か
つ明確な見通しのもと５か年間の計画を策定し、当初予算において別枠で確保
すること。

２�　計画の策定に当たっては、治水対策等に加え、平時・災害時の安定的な人流・
物流を支える道路ネットワークの整備など対象事業の拡大を図ること。

３�　社会資本の良好な状態を維持し、安全性・信頼性を確保するため、長寿命化
計画に基づく予防保全型の修繕・更新が図られるよう予算枠を拡充し、必要な
予算を確保すること。

４�　地方の社会資本整備を着実に推進するため、安定的かつ持続的に予算を確保
するとともに、地域経済の早期再生を図るため公共事業を含めた補正予算を編成
すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。

令和２年１２月２１日
佐野市議会
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常任委員会の所管事務調査 各委員会が所管する事項の調査を実施

経済文教常任委員会 ◎久保貴洋 〇横井帝之、鶴見義明、山菅直己、
　木村久雄、 小倉健一委員

調査日　　１１月５日（木）
調査目的　市内の倒産及び廃業の状況並びに市独自

の支援に対する活用状況の確認

調査内容　市民税課に提出された廃業届けでは、令
和元年は前年より廃業が73件増加。東日本台風で被
災した中小事業者支援のため、現在も３本の補助金
メニューの受付を行っていることを確認しました。

令和元年東日本台風後の
市内中小業者の状況について調査項目 1

調査日　　１１月５日（木）
調査目的　あそ野学園義務教育学校での運営状況及

び市立小中学校における導入予定の確認

調査内容　あそ野学園では、学校運営協議会が設置
され、令和3年２月に第３回の学校運営協議会を開催
する予定。令和５年開校の葛生義務教育学校もコミュ
ニティ・スクール制度を導入する予定との説明を受け
ました。

コミュニティ・スクール制度について調査項目 2

調査日　　１１月５日（木）
調査目的　中山間地域における休耕地及び特色ある

農産物の状況の確認

調査内容　中山間地域等直接支払交付事業として、
集落単位で協定を結び、協定内容に応じた補助金を
交付。青パパイヤなど、特色ある農産物の生産に挑
戦している事例があることを確認しました。

中山間地域の活性化について調査項目 3

学校運営協議会という組織が
設置された学校のことをいい
ます。学校運営協議会は、学
識経験者、地元企業、各地区
代表、地域の保護者でつくる
ボランティア組織の学校地域
応援団代表など、１５人の委
員で組織されています。

厚生常任委員会 ◎菅原　達 〇慶野常夫、春山敏明、岡村恵子、
　篠原一世、 鈴木靖宏委員

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　ごみの不法投棄の現状及び対応策の確認
調査内容　市民からの通報により所管課が対応した
不法投棄件数は、令和2年度9月現在21件。対策と
して、廃棄物監視員や職員による夜間パトロール、
監視カメラの活用などを行っていることを確認しました。

ごみの不法投棄について調査項目 1

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　平均寿命向上に向けた特定健康診査受診

率向上の具体的対応の確認

調査内容　特定健康診査の受診率の向上策として、
「周知・受診しやすい体制」の説明を受けました。新た
にSNSでのＰＲ、健康サポートさのの支部活動をとお
してのＰＲなどを行っていくことを確認しました。

特定健康診査受診率向上について調査項目 2

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　新型コロナウイルスとインフルエンザの

同時流行に対する予防策の確認

調査内容　市内の地域外来・検査センターは2か所。
センター１は月～金にドライブスルー方式で1日5件
検査でき、センター２は月～金にウォークスルー方式
で1日20件検査できると説明を受けました。

PCR 検査及び発熱外来並びに全世代型
インフルエンザ予防接種関連について調査項目 3

①発熱等の場合、まずはかかりつけ医等最寄りの
医療機関に電話相談

②かかりつけ医等最寄りの医療機関に
連絡できない場合は、
受診・相談センター（コールセンター）
TEL：0570-052-092に連絡

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の受診方法

建設常任委員会 ◎亀山春夫 〇横田　誠、小暮博志、高橋　功、
　金子保利、 若田部治彦委員

調査日　　１１月5日（木）
調査目的　東日本台風被害の復旧状況及び議案可決

事業の施行状況の確認

調査内容　①秋山川栃本緑地災害復旧工事について
　右岸側の災害復旧延長は385.1ｍ、左岸側は
278.1ｍと大規模で、10月末現在の工事進捗率は右
岸側60％、左岸側95％の状況でした。

②佐野線田沼～多田間開渠改修工事の実施業務委託
（普通河川菊水川改修事業）について　線路下にボッ
クスカルバートが設置された状況を確認し、水路幅は
２倍、河積は３倍と大幅に改善されていました。

③山菅都市下水路災害復旧工事及び富士見町地内
排水路災害復旧工事について　右岸側の山菅都市下
水路災害復旧工事は完了し、連節ブロック設置、平
張ブロック設置、河床の根固めブロック設置など、
強固な復旧工事が伺えました。左岸側の富士見町地
内排水路災害復旧工事は入札を検討中でした。

令和元年東日本台風の災害復旧工事現場
及び議案可決事業施行現場の現状について調査項目

普
通
河
川
菊
水
川
・

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

設
置
後
（
上
流
側
）

◀

（工事前）

◀▼山菅都市下水路災害復旧工事

（工事後）

総務常任委員会　 ◎川嶋嘉一 〇早川貴光、飯田昌弘、本郷淳一、
　井川克彦、 田所良夫委員

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　今後の災害対応に活かすための状況視察及び

確認

調査内容　①消防団活動事業について　条例定数は742
名で、現在は667名と欠員が多い状況でした。

②消防・救助等資機材整備事業について　消防本部単独
で渡良瀬川でのボート救助訓練を年１回行い、その他に館
林市・足利市と合同で訓練を行っているとの説明を受けま
した。

③防火水槽設置事業について　防火水槽は、年間２基を
目安に整備する計画であることを確認しました。

④高機能指令センター及び消防救急デジタル無線維持
管理事業について　メーカーのサポートをリモート対応で受
けていることを確認しました。

⑤新型はしご車について　屈折式はしごを装備し、障害物
を避けて建物に接近できることを確認しました。

消防事業の現状について 調査項目

▲ 新型はしご車を試乗

▲ 新型はしご車（ドイツ・マギルス社製）

※◎は委員長、〇は副委員長

コミュニティ・スクールとは…
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常任委員会の所管事務調査 各委員会が所管する事項の調査を実施

経済文教常任委員会 ◎久保貴洋 〇横井帝之、鶴見義明、山菅直己、
　木村久雄、 小倉健一委員

調査日　　１１月５日（木）
調査目的　市内の倒産及び廃業の状況並びに市独自

の支援に対する活用状況の確認

調査内容　市民税課に提出された廃業届けでは、令
和元年は前年より廃業が73件増加。東日本台風で被
災した中小事業者支援のため、現在も３本の補助金
メニューの受付を行っていることを確認しました。

令和元年東日本台風後の
市内中小業者の状況について調査項目 1

調査日　　１１月５日（木）
調査目的　あそ野学園義務教育学校での運営状況及

び市立小中学校における導入予定の確認

調査内容　あそ野学園では、学校運営協議会が設置
され、令和3年２月に第３回の学校運営協議会を開催
する予定。令和５年開校の葛生義務教育学校もコミュ
ニティ・スクール制度を導入する予定との説明を受け
ました。

コミュニティ・スクール制度について調査項目 2

調査日　　１１月５日（木）
調査目的　中山間地域における休耕地及び特色ある

農産物の状況の確認

調査内容　中山間地域等直接支払交付事業として、
集落単位で協定を結び、協定内容に応じた補助金を
交付。青パパイヤなど、特色ある農産物の生産に挑
戦している事例があることを確認しました。

中山間地域の活性化について調査項目 3

学校運営協議会という組織が
設置された学校のことをいい
ます。学校運営協議会は、学
識経験者、地元企業、各地区
代表、地域の保護者でつくる
ボランティア組織の学校地域
応援団代表など、１５人の委
員で組織されています。

厚生常任委員会 ◎菅原　達 〇慶野常夫、春山敏明、岡村恵子、
　篠原一世、 鈴木靖宏委員

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　ごみの不法投棄の現状及び対応策の確認
調査内容　市民からの通報により所管課が対応した
不法投棄件数は、令和2年度9月現在21件。対策と
して、廃棄物監視員や職員による夜間パトロール、
監視カメラの活用などを行っていることを確認しました。

ごみの不法投棄について調査項目 1

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　平均寿命向上に向けた特定健康診査受診

率向上の具体的対応の確認

調査内容　特定健康診査の受診率の向上策として、
「周知・受診しやすい体制」の説明を受けました。新た
にSNSでのＰＲ、健康サポートさのの支部活動をとお
してのＰＲなどを行っていくことを確認しました。

特定健康診査受診率向上について調査項目 2

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　新型コロナウイルスとインフルエンザの

同時流行に対する予防策の確認

調査内容　市内の地域外来・検査センターは2か所。
センター１は月～金にドライブスルー方式で1日5件
検査でき、センター２は月～金にウォークスルー方式
で1日20件検査できると説明を受けました。

PCR 検査及び発熱外来並びに全世代型
インフルエンザ予防接種関連について調査項目 3

①発熱等の場合、まずはかかりつけ医等最寄りの
医療機関に電話相談

②かかりつけ医等最寄りの医療機関に
連絡できない場合は、
受診・相談センター（コールセンター）
TEL：0570-052-092に連絡

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の受診方法

建設常任委員会 ◎亀山春夫 〇横田　誠、小暮博志、高橋　功、
　金子保利、 若田部治彦委員

調査日　　１１月5日（木）
調査目的　東日本台風被害の復旧状況及び議案可決

事業の施行状況の確認

調査内容　①秋山川栃本緑地災害復旧工事について
　右岸側の災害復旧延長は385.1ｍ、左岸側は
278.1ｍと大規模で、10月末現在の工事進捗率は右
岸側60％、左岸側95％の状況でした。

②佐野線田沼～多田間開渠改修工事の実施業務委託
（普通河川菊水川改修事業）について　線路下にボッ
クスカルバートが設置された状況を確認し、水路幅は
２倍、河積は３倍と大幅に改善されていました。

③山菅都市下水路災害復旧工事及び富士見町地内
排水路災害復旧工事について　右岸側の山菅都市下
水路災害復旧工事は完了し、連節ブロック設置、平
張ブロック設置、河床の根固めブロック設置など、
強固な復旧工事が伺えました。左岸側の富士見町地
内排水路災害復旧工事は入札を検討中でした。

令和元年東日本台風の災害復旧工事現場
及び議案可決事業施行現場の現状について調査項目

普
通
河
川
菊
水
川
・

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

設
置
後
（
上
流
側
）

◀

（工事前）

◀▼山菅都市下水路災害復旧工事

（工事後）

総務常任委員会　 ◎川嶋嘉一 〇早川貴光、飯田昌弘、本郷淳一、
　井川克彦、 田所良夫委員

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　今後の災害対応に活かすための状況視察及び

確認

調査内容　①消防団活動事業について　条例定数は742
名で、現在は667名と欠員が多い状況でした。

②消防・救助等資機材整備事業について　消防本部単独
で渡良瀬川でのボート救助訓練を年１回行い、その他に館
林市・足利市と合同で訓練を行っているとの説明を受けま
した。

③防火水槽設置事業について　防火水槽は、年間２基を
目安に整備する計画であることを確認しました。

④高機能指令センター及び消防救急デジタル無線維持
管理事業について　メーカーのサポートをリモート対応で受
けていることを確認しました。

⑤新型はしご車について　屈折式はしごを装備し、障害物
を避けて建物に接近できることを確認しました。

消防事業の現状について 調査項目

▲ 新型はしご車を試乗

▲ 新型はしご車（ドイツ・マギルス社製）

※◎は委員長、〇は副委員長

コミュニティ・スクールとは…

議会からこんにちは　2021.2.117



本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　

篠
原　

一
世

　

委　

員　

川
嶋　

嘉
一

　

委　

員　

菅
原　
　

達

　

委　

員　

久
保　

貴
洋

　

委　

員　

亀
山　

春
夫

　

12
月
定
例
会
で
は
、
多

く
の
議
員
か
ら
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
結
び
つ
く

内
容
の
一
般
質
問
や
各
常

任
委
員
会
で
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
未
だ
収
束
の

見
通
し
が
つ
か
な
い 

”コ

ロ
ナ
禍 

“
の
中
で
、
行
政

と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て

連
携
を
と
り
、
市
民
生
活

を
最
優
先
と
し
た
提
案
、

提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か

ら
じ
」と
あ
り
ま
す
。
ま
も

な
く
新
年
度
を
迎
え
ま
す

が
、
市
民
生
活
の
更
な
る

安
心
・
安
全
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。�

�

（
久
保
記
）

編
集
後
記

佐野市議会だより 検 索

令和3年2月定例会日程（案）令和3年2月定例会日程（案）

新 春 号 の 案 内

　議会だより新春号は、佐野市議会ホームページでの配信のみです。
　全議員の今年の抱負が掲載してありますので、ぜひご覧ください。
　議会だより新春号は、佐野市議会ホームページでの配信のみです。
　全議員の今年の抱負が掲載してありますので、ぜひご覧ください。

2/8日（月） 9日（火） 10日（水） 11日（木・祝） 12日（金） 13日（土） 14日（日）

請願・陳情 
提出期限（17:00）

13：30
議会運営委員会

15日（月） 16日（火） 17日（水） 18日（木） 19日（金） 20日（土） 21日（日）

10:00 本会議
（開会、予算大綱説明、
議案説明）

休会 休会

22日（月） 23日（火・祝） 24日（水） 25日（木） 26日（金） 27日（土） 28日（日）

休会 休会
10:00 本会議

（予算大綱質疑、
議案質疑）

10:00 本会議
（一般質問）

10:00 本会議
（一般質問） 休会 休会

3/1日（月） 2日（火） 3日（水） 4日（木） 5日（金） 6日（土） 7日（日）

10:00 本会議
（一般質問）

9:00または10:00
建設常任委員会
13:30
厚生常任委員会

9:00または10:00
経済文教常任委員会
13:30
総務常任委員会

休会 9:00
予算審査特別委員会 休会 休会

8日（月） 9日（火） 10日（水） 11日（木） 12日（金） 13日（土） 14日（日）

9:00
予算審査特別委員会

9:00
予算審査特別委員会

9:00
予算審査特別委員会 休会 休会 休会 休会

15日（月） 16日（火） 17日（水） 18日（木） 19日（金） 20日（土・祝） 21日（日）

10:00 本会議
（委員長報告、質疑、
討論、表決、閉会）

※‌�建設常任委員会及び経済文教常任委員会の開会時間は、付託された議案等の件数が６件以下の場合は午前10時に開会、
７件以上の場合は午前９時に開会となります。

　新型コロナウイルスの感染状況により、日程を変更する場合があります。令和3年2月定例会の日程は、
2月12日(金)の議会運営委員会で内定し、2月19日（金）の本会議で決定します。

佐野市議会ホームページにおいて、議会の映像や会議録をご覧になれます。 佐野市議会

佐野市議会事務局	 電話：0283-20-3036　　ファックス：0283-21-4411
〒327-8501 佐野市高砂町 1番地	 電子メール：gikai@city.sano.lg.jp

議会からこんにちは　2021.2.1 ⑱


